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ア メ リ カ 絵 画 一 近 代 以 前

- その問題点を探って 一

大 須 賀 潔

アメリカ美術は､特にその近代の動向は､世界にもよく知られてきたが､20世紀の新しい展開に基本

的な流れを作ってきた19世紀アメリカ美術の伝統については余り知られていない｡

ここでは､ザ ･エイトとアメリカ印象主義を検討することで､世紀転換期のアメリカのアカデミズム

の特徴を跡づけてみたいOそれは自ずと19世紀の伝統､即ち- ドソンリヴァ一派､その風景画の美意識

の考察へと促す｡それはまたルミニスムとして知られている問題､その時代の思想的な背景､ラルフ･

エマソンの超越論の問題をも想起させることになる｡こうした諸要素を検討すれば､ザ ･エイトとその

時代のアメリカ美術の状況の真の意味を知ることになろう｡

主要項目;ザ ･エイト､アメリカ印象主義､- ドソンリヴァ一派､ルミニスム､超越論

AmericanPainting-thedawnof20thCentury

-SearchingforthekeynoteofAnlericanTradition-

KIYDSHIOHSUGA

Americanart,especlallyitsmodel.nmovementenjoysalotofpopularitylnthecontemporary

world.Itcannotbesaid,however,thatitslgthcenturytraditioniswidelyknown,which

preparedmanyfundamentalcurrentsofthenewmovements.Herewetracethegeneraltendency

ofAmericanAcademismattheturnoflastcenturybystadyingtheEightandtheA111erican

lmpressionlSm,forthatpurposewehavetoconsiderthe19thcenturytradlt10nthatlSthe

HudsonRiverSchool,andItssenseOfbeautyforlandscapepaintlng,Whichlnturnforceus

tofacestheproblemofwhatisknownasLuminismanditsphilosophicbackgroundofthetimes,

RalphWaldoEmerson'sTranscendentalism.Afterexaminingtheseelements,wecanmakeclear

thetruesignificanceoftheEight'smovementandtheArtworldatthedawnof20thcentury.
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アメリカの美術は､実に多様でとらえどころかないように思える｡一般にアメリカ美術と言えば､こ

の場合､それを絵画だけに限定 して考えても､アクション･ペインティングのジャクソン･ポロックと

か､アンティ･ウォーホールなどのポップ ･アー トが､日本の若い世代に最t)人気があり､一方で､ア

ンドリュー ･ワイエスの リアリズムの世界に対する支持も多い｡さらには､アメリカ資本のファスト･

フー ドの店内に飾られたりしているノーマン･ロックウェルのイラス トレーションにら､いかにt)アメ

リカ的なものを感じる人は多いことだろう｡或いはまた､近年展覧会が順回したグランマ ･モーセスの

アメリカン･ナィー71の世界とか､1990年秋に東京都庭園美術館で開催されたエ ドワー ド･ホッパ-の

世界とかにも､以前にt)増 した深い関心か寄せられたりしている｡アメリカ美術を紹介する展覧会は､

ここ10年間で見て ら､それ以前がアメリカ抽象表現主義が中心であllたことを思えは､幅広く､しかt)

総括的な内容から個々の作家を深く掘りさげたものになってきているのか好ましく思える｡ しかし､そ

れらはいずれ b､今世紀のアメリカ美術､近代から現代までの諸作家の紹介であったOその点では､19

88年に､静岡､岡山､熊本の各県立美術緒で開催されたメトロポリタン美術館所蔵の作品による ｢- ド

ソン･リウ7一派の世界展｣は､19世紀アメリカ美術の本流を系統的に紹介した初めての画期的な展班

として評価できるものだったoL9世紀のアメリカ美術は､1982年に国立西洋美術館で開かれたロックフ

ェラー三世夫妻コレクションによる ｢アメリカ絵画展｣にも､まとまった内容を見ることができたが､

やはり総括的であり､- ドノンリヴァ一派展のような主題的な明確さはなかった｡そう言えば､同じ年

に､東京国立近代美術館か､ ｢アメリカに学んだ日本の画家たち- 国吉 ･清水 .石垣 ･野田とアメリ

カン･シーン絵画｣展を組織 して､近代アメリカ美術の一斑を紹介していたのか想いだされる｡こうし

て見れば､アメリカ美術のEl本での紹介の経過を整理 して検討することの必要と意義のあることを感 じ

るが､それは今後の課題としなければならないっこれだけのアメリカ絵画が日本で紹介されてきたにも

かかわらず､アメリカ美術についての日本での一般の理解は､まだまだ不明確なt)のであり､個 の々作

家の作品を知るのみで､何がアメリカ的なものであるのか､なお杏として捕えところがない｡様々な美

術のまま､多様性かそのまま､アメリカ的なのだろうか｡その同じ意味でなら､日本の近代美術､現代

の美術も伝統的な仕事から､新しい表現様式まで､様々な美術が同時に展開されてきているっ しかし､

美術史的には､それらを系統つける伝統と革新の動向が兄いだせるように､アメリカ美術についても､

その理解を助けるキー ･ワー ドのようなものはないのだろうか､というのか､多様なアメリカ美術に接

しての最初の素朴な疑問であった｡

1983年の秋､ ■̀ANEWWORLD･MasterpiecesofAmericanPainting,1760-1910●Iという展覧会が､

ボス トン美術館で企画展示され､その種の展覧会としては､ほぼ半世紀ぶりでフランスでも開催された
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①｡ここには､20世紀に入ってからのアメリカ近代美術の始まりを示す作品は含まれていなかったよう

だが､この展覧会は､アメリカ美術とフランス美術の干渉関係を再考察させる意義をはらんでいた一方

で､アメリカ美術について何がアメリカ的なものなのかという古くからある問いかけを思いださせるも

のであったと､美術雑誌ARTnewsのボストン在住の記者が記事を書いている②｡その問いかけに対する

答は､展覧会自体が､それはスタイルというより主題に関わって兄いだせようと言っているようだと､

記者のPamelaAllaraは感想を述べているか､アメリカ美術をどう把握するかの問題は､当のアメリカ

でも繰りかえし問われてきたことでもあった｡

だが､問題は､この展覧会の構成も､やはりアメリカ美術の近代以前で締めくくられていることにあ

る｡無論､展覧会の意図が､近代への橋渡しを探ることではない以上､それは構成の不備とはならない

が､一方では､近代以後､つまり1900年以後の展開によってアメリカ美術が語られるのを常としてきた｡

いかにも､日本美術が､明治維新を墳い目として､近世は､江戸から幕末まで締めくくられ､近代は､

明治維新後､やはり同じように､明治30年頃､つまりは1900年前後から語りだされるのにも似ている｡

しかし周知のように､近世から近代へ移行する内的な系統だった流れ､美術上の問われるべき時代状況

かあるように､アメリカ絵画においてt)､19世紀から20世紀へと系統だっていく美術上の時代状況がし

っかりとあったのである｡言うまでもなく､ヨーロッパにそれがあったように､アメリカにも印象主義

の絵画が花を咲かせていたのである｡ただ､それは､ヨーロッパで展開された印象主義とは幾分違って

いた｡まさに ｢AmerlCanTmpressionlSmJというべき印象主義の受容と展開があり､この主題をまとめ

た展覧会も開催されてきた(卦.印象主義は､ちょうど世紀の変り目にあって､アメリカ美術史のなかで

も､確固とした座席を得ているわけだが､その受容と展開を位置づける評価の中に､逆説的にではある

か､アメリカ的な特性を導きだす鍵があると常 考々えている｡ここでは､アメリカ絵画の近代の出発と

なった頃の状況､19世紀から20世紀へと流れていく時代の背景がどんなものであったかを確認 してみた

い｡そのことに特に新しい論説がとりだされるわけではなく､筆者自身か､1973年にまとめた ｢アメリ

カ美術における伝統の問題について④｣の論考を､攻めて再整理しなから省録する程度のことであるこ

とを､あらかじめご承知いただきたい｡これを機会に再び新たな気持ちで､久しく離れていたアメリカ

美術の勉強を続けていく自らへの励みとしたい思いがあるのみである0

アメリカの近代美術が､ロバー ト･ヘンリ (RobertHent･i,1865-1929)を中心にした作家たちの動

向から始まっていたことは､すでによく知られたことである｡後に ｢こみ箱派｣ (theAshcanschool)

として美術史上に名をとどめることになったザ ･エイト⑤のメンバーは､ヘンリの指導のもとで､当時

の画壇的権威であったアカデミーに対抗して⑥､自分たちによる展覧会を組織して作品を発表したOそ
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の記念的な独自の展覧会は､1908年2月の二ュ-ヨークのマクベス画廊でのものであったが､ロバー ト

･ヘンリは､それまでにも､積極的な活動を続けていた｡ヘンリ自身は､1903年までに､三度､パリの

サロンに入選､アメリカの主だった展覧会でも評価されてきたから､PhiladelphlalnqulLeI一紙は､ヘ

ンリを<新しさものの唱導者> (apr･ohetortheNew)と書きたてた｡<新 し一さもの>という呼び方

は､一方で､何か<古いもの>があってのことである｡この時期まだ､アカデミーと対立していたわけ

でもなく､ヘンリ自身t)自分の生徒たちには､アカデミ-への出品をすすめていたから､<古いもの>

とは直接に当時のアカデミーそのものを指しているわけではない｡ヘンリも､特に新しさを意識して制

作していたのでもない｡ザ ･エイトの活動が始まる以前に､ヘンリのそれまでの6回の個展での発表を

見て､<新 しさi)のの唱導者>という評価をするだけのt)のが､当時の美術的状況としてあったという

ことに他ならないだろう｡ヘンリの仕事に､新しい美術の拾頭を象徴的に期待したから､そのような言

い方になっている｡アメリカの近代美術を学んだ時の素朴な疑問は､それから生まれてくる｡ヘンリの

仕事も含め､ザ ･エイトの人たちが､ ｢ごみ箱派｣なとという言い方になってさえも､なお肯定的な受

けとめ方をされたのは､何故なのだろうと思う｡その答を得るためには､19世紀末のアメリカ美術の状

況がとのようなt)のであったかを知る必要があるO恐らく､それは､20世紀の初めに画壇的権威として

存在したアカデミーの実体の検討になるはずであり､その頃に一般的な流行としてアメリカ社会に受け

入れられていたアメリカの印象主義の検討を必要とするものであった｡そうした理解を得てはじめて､

ヘンリに言われた新しさものの真の意味をうかがい知ることが可能になるのである｡

ここでは､19世紀アメリカ美術を詳細に作家とその作品をとりあげて検討する余裕はないが､美術史

的に系統をたとろうとすれば､- ドノンリヴァ-派を代表するトーマス･コール (ThomasCole1801-

1848)やアッシャー ･デュランド(AsheI･Brol川DM･alld,1796-1886)をはじめとした数人の風景画家

たちに触れることがまず必要になる｡それはまた同時に､同時代のアメリカ社会の精神的基盤となって

いたラルフ･エマソンの超越諭の思想との関連t)生してくる背景を持つものだが､今ここでは､それら

については､絵画の表現形式としては､リアリズムを基調とし､内容としては､ロマンチックな理想主

義があったと言うとどめておこう｡19世紀の初め､植民地時代からの新古典主義の様式から脱けだして､

アメリカ国家の歴史的な生成発展と歩調をひとつにして展開される美術は､継承する伝統や文化遺産を

持たなかったから､その困難な時代を生きる人々の共通の願いは､農民であれ､画家であれ､自分たち

のアメリカとは一体何なのかという現実的な存立基盤の確証を得ることにあった｡眼前にあるのは､未

開の原始の自然とヨーロッパとはまた違った太陽の光であった｡アメリカで新古典主義以後に展開した

中心的な絵画表現が､- ドノンリヴァー派の風景画であったというのは､それ自体かアメリカ的な特徴
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でもあった｡表現の形式としては､範時的には､クロー ド･ロランやプーサンの理想的風景の系列に数

えることも可能であるが､表現形式に共通点はあっても､作品に現われた内容は異る｡ヨーロッパには

ない自然の体験と自然観の差異が､ヨーロッパの風景画とは違った展開へと導いていくことになったの

である｡

ケネス ･クラークは､その ｢風景画論｣の中で､理想的風景としてクロー ド･ロランについて分析し

たあと､その章を次のように結んでいる. ｢けれども<何か神がこの場に臨み給い>そして自然に煩ま

れな完壁さを与えているという感情は､古典的な絵画のあまり好ましからざる属性と一緒に追い払われ

てしまった.この感情が再び息をふきかえすことはないであろう⑦｡｣しかし､それが- ドノンリヴァ

一派の風景画の底流にはあったOそれはまた､エマソンやワ-ズワスの ｢自然の中の神｣の概念なとと

もからんで､独自の理念と表現様式へと展開されていく｡文化の伝統はなくても､大吉からの森林､自

然の景観があった｡それは､ヨーロッパのモデルを持ち得ないアメリカの画家にとって､宗教的､道徳

的なものとして自然を描くという方向へと導かれるものであった｡

それを要約しておくならは､表現形式では対象を適確に捕えること､物の形をゆがめないことが大切

になる｡何故なら､そこに神性なものが宿されているからであり､個人的な感情移入によって､対象の

姿を作りかえてほならないという考え方になる｡従って､写実的である以上に実際的であるという意味

で､リアリズムは厳格な基本であった｡そこに理想的なものへの憧れ､願望が､強いロマンチックな感

性作用として加わるのである｡その強弱によって､風景の表現は､IdealisticRomancISmとなり､Roma-

nticldeallSmともなる｡それは､ トーマス ･コールの画業に典型的に現われたものに他ならないが､

同時代のラルフ･エマソンが､ ｢究極に美をめざす美術でも､その諸部分は､く理想的自然>に従って

あるべきであり､--芸術家は､自らを没個性化させねばならないし--･彼は､普遍なる魂が､それを

通 して行為するところのひとつの器官となるのである⑧｡｣と芸術家を規定するように､芸術作品は､

自然をつくっている<遍く心> (theuniversalmind)を示すことであると説いていることとも合致し

てくるのであった｡ Realismの表現形式は､それ故にアメリカにあっては､ヨーロッパ以上に役個性化

という強い宿命性を負わせることになったのである｡そしてその心理的な影響は､永く20世紀初頭まで

作家の内面に影を落すことになった｡

そうした19世紀アメリカ絵画にみる風景画の展開を､毎年､美術系大学の学生たちに講義する機会が

あって､80点近いスライドを見た感想を書かせている｡彼らの大半は､その風景表現に見る独特の光の

扱い､美しい自然表現の ドラマを讃嘆はしても､最後には､そこに作家自身の個性的な表現展開が見え

てこないことに大いなる失望を書き述べるのか常であった｡アメリカにおいても､いわゆる芸術上の近

代的自我の覚醒と実践とは､19世紀の終り頃になってからであり､それも､アメリカを出てイギリスで

ー31-



活躍したホイッスラー (JamesAbbottMecNelllWhistleI･1834-1903)の登場と影響､そして､ホー

マー (WinslowHomer1836-1910)やイーキンズ (ThomasEakins1844-1916)などの社会的評価の確

立を待つ必要があった｡今日認められているこうした巨匠たちの影響というのは､同時代というには少

し遅れて､20世紀に入ってからのことであった｡

他方､ヨーロッパでは､1874年の印象派第-回展以後､その美術の動向と展開は多様で活発な状況を

生みだすに至っている｡その様子は､アメリカでも雑誌に紹介されて伝わってはきていたが､初めての

本格的な印象主義の展覧会が開かれたのは､1886年のことであった⑨｡この実現には､メアリー ･キャ

サツトの功績も大きかったが､展覧会は成功して､印象主義の影響も10年はどのうちに浸透していった｡

最初のとまどいだけで､それが比較的スムーズにアメリカ社会に受け入れられたのも､19世紀風景画の

展開の流れが後半には､ジョージ･インネス (Gerogelnness, 1825-1894)に代表されるようなパル

ピソン派風の風景表現を生みだすようになっていたことも､印象主義の受容に下地を作っていたと言え

る｡それはより厳密には､アメリカの19世紀風景画が独自に生みだすことになったルミニスム絵画⑲に

おける独特の光の扱い方と相関関係を持った風景表現として位置づけられるが､印象主義の受容の側か

らは､色調主義 (TonallSm)と呼ばれる風景表現の素地があったことを示している｡後に､アメリカの

印象主義を代表する作家として登場する人たちの中には､ほとんと同時に色調主義の画家へと位置づけ

られるほどである｡従って印象主義の作調をとり入れることは､初めは新 しい動向としてリベラルな雰

囲気はあったものの､ほとなくして､アメリカの体制側の美術､つまりは､19世紀末のアメリカ ･アカ

デミスムそのものとなっていくことができたのであった｡こうした展開を具体的にみることのできるの

か､一般にザ ･テンと呼ばれたTenAmericanPalnterS⑫のグループである.彼らは､所属していた

theSocietyofAnlerlCanArtlSLs⑫の保守的な姿勢と出品作品への規制を嫌ってそこを退会して､審

査もない自由なグループ展を組織した｡その点では､同時代のアカデミスムに反抗した前衛的なグルー

プと見なすことかでき､後のザ ･エイ トにも似ている｡彼らの作画傾向としては､おおよそ印象主義の

人たちであり､今日では､アメリカ印象主義として位置つけられているが､1988年に第-回展を開いて

から､1919年まで続くのであるが､20世紀を迎える頃には､アカデミーの会員に迎えられたりして､活

動は穏やかなものになっていく｡アメリカの印象主義は､ヨーロッパでのようにそれからの系統的な展

開を見ることがなかったし､それは､19世紀アメリカの風景表現の展開から生まれたものではなく､外

国からの輸入として単に新しい衣装をまとった流行の様式ということを意味する｡印象主義の手法の追

求は､物の形や堅固さを犠牲にして線を捨て､対象の固有色を否定することでもあった｡印象主義の色

彩による感覚的な表現追求が､色調主義の範囲からそう遠くへ脱けられなかったのは､アメリカ社会に
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根強く残っているカルヴィニズムの倫理感とは相容れないものであったからでもある｡一方で､ルミニ

スム絵画に典型的に見られた19世素己風景表現の展開が示したことは､バ-バラ ･ノバク氏によれば､

｢このアメリカ的視覚の概念的な性格とは､アメリカ芸術においては､最も特徴的なもののひとつであ

る｡それは､線による表現と対象の全体性についてのそれらの触覚的な同一性を失うことは､理性的に

許されないという強烈な感情を伴っている⑬｡｣ということであったから､それを基盤として社会的文

化的な生活全体に浸透していた理想主義の傾向が､モネのようも.=印象主義の手法を徹底していくように

はならなかったのも確かであろう｡印象主義の受容によっても､アカデミズムの性格を変えられず､そ

れがそのままアメリカのアカデミズムの内容となったことには､そうした背後の社会的な状況があった

ことは否定できない｡

この19世紀末のアメリカの世界に支配的であり､共通 していたのは､ ｢一種の憂うつさであり､青ざ

めた優雅さであり､下品なもの､卑俗なもの､不体裁なのものを論じたからない気持ち､或いは時とし

て断乎として拒否する精神｣だった｡これらの精神とは､1911年に､ジョージ･サンタヤナが ｢アメリ

カ哲学のお上品な伝統｣ (theGenteelTraditionlnAmericanPhilosophy)⑭として題して行った講

演の中で ｢お上品な伝統｣として指摘されているものに他ならない｡それは､彼によれば､植民以来､

アメリカが受け継いだカルヴィ二ズムの ｢苦悩する良心｣が､社会の発展､生活の向上という近代化の

過程で､超越論との干渉もあって形骸化していったところに生じてきたものとも指摘されているが､こ

の経緯についての詳細は今は論述しないでおく｡

ともあれ､7メリカの印象主義が､一度はアカデミズムを離れ､眠りかけていたアメリカ絵画に､ア

メリカらしい詩情性と個性的な表現をもたらしたということでは､サ ･エイ トたちの近代美術の動向か

生まれてくる土壌を用意したということはできる｡ しかしなおアカデミズムの古い体質は変らずに残さ

れていたから､ザ ･エイトの登場が歓迎されることとなったのであった｡

ただここでアメリカ ･アカデミズムとして言及してきたものが､日本での官展アカデミズムのような

画壇的実体を持ったものと同じものに考えてしまうのは､正確ではないように思える｡ザ ･エイトとの

直接の関わりからは､それは当時のナショナル ･アカデミー ･オブ･デザインということは明確ではあ

るが､世紀転換期のアメリカ絵画の状況という点では､より広般な社会的文化的な全体像の様相として

把握されるべきであり､アカデミーの問題は､それを象徴的に示すひとつの事例として位置づけられよ

う｡ここまでの考察は､それぞれの要素の概略を紹介したのみで､個々の作家を作品の具体的な検討を

省略してしまっているので､いささか説得力を欠くものとなったが､アメリカ近代絵画の夜明けにあっ

た問題点を探る時の検討されるべき課題をまとめてみた｡
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(D 展覧会は､ボストン美術館での開催の後､2月にワシントンのコーコラン･ギャラリーで開かれ､3月

16日から6月11日まで､パリのグランパレで公開された｡

② ARTnews1984-月号所収｡記者は､J･T･フレックスナーの唱えたアメリカ美術の強いロマンチッ

クな傾向､J･マクコーベリーか強調した広い満たしきれない空間感覚､バーバラ･ノバクか定我した線

描性 (1inearlty)とリアリズムとしてのアメリカ美術の帽著な特性なと､順次それが言われた順に挙げ

た後で､カタログに論じられているボストン美術館学芸員､TheodoreE.Stebb】ns,Jr.によるアメリカ

美術に最も明確な特徴､ロマン主義と理想主義の論説を紹介している.このromantlCISmと1deaHsmとは､

アメリカ美術の理解のキー .ワードになるので後に確認する.

③ 近年の大きな ｢AmerlCalllmpresslOllismJの展覧会は､1982年3月31日から5月31日まで､パリのプチ

パレ美術館で開催されたものかある｡ 同展はさらに､ 東 ドイツの thestaatllCheMuseeIIZuBerlin.

(6月15日-7月25日)､VienrlaのtheMuseumofthe20thCentury(8月15日-9月25El)､Bucharestの

theArtMuseumoFtheSocユallStRepublicofRumatlia (10月24日-12月4日)､SoflaのtheNatlOnal

ArtGalleryofBulgaria (12月15日-1月31日)と､ほほ一年かかりで順回した｡

④ ｢アメリカ美術における伝統の問題について｣の論考は､同志社大学大学院哲学研究科修士論文として

まとめられ､美術史における方法論の問題を､具体的に､アメリカ美術を素材として19世紀アメリカの風

景画表現にみる美意識か､20世紀初めにはとのように推移していったか､その歴史的社会的な流れと背景

とから､アメリカの印象主義かどう位置つけられるか､アメリカの近代美術にどのような内的必然性をも

たらすに至ったか､を結論つけようとしたものである｡その全文は､京都市美術館年報の昭和48年度及び

49年度の研究紀要として発表されているので､改めてご批判を乞うものである｡

⑤ TheElghtは､ 最年少のEverettShinll (1876-1953)の32才から､ 最年長のMaur)cePrel1dergast

(1859-1924)の49才まで､参加時の個々の経歴や作調に帽がある集団だった｡EarlleStLaWSan(1873-

1939)､JohnSloall(1871-1951)､IVillamJ.GlackellS(1870-1938)､GeorgeLuks (1866-1933)

ArthLJrB.DavleS(1862-1928)､そしてリーダーのRobertHellrl(1865-1929)か､43才である.彼ら

の多くに共通しているのは､時期は異なるか､thepennsyLvan】aAcademyofthefllleArtsで学んだり､

その美術展に出品していることであり､ヘンリとプレンダガスト､ベローズを除いて､当時の新聞報道の

挿絵記者として､現場でのペンインク･スケッチのイラストの仕事を経験している｡しかし､それぞれの

作調は､ウィリアム ･グラッケンスとアーネスト･ローソンか､印象主義の作家と目されており､プレン

ダストか､アメリカでは珍らしく後期印象主義の点描技法に独自の表現様式を持った作家だったように､

それぞれ遭った個性の集団であった｡彼らか､アメリカ近代美術の最初の集団と今日認められているのは､
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もっぱらその絵画的主題性､その個性追求の制作姿勢にあったことは留意されなければならない｡

⑥ 17カデ ミ-の名による展覧会はいくつかあるが､ここでは､theNationalAcademyofDesignが､毎年

春に行う展覧会を指す｡ パ リのサロン展に匹敵する当時のアメリカ最大の権威あるこの美術展には､ 約

400点ほどか陳列され､入選は､作家として認知されたことになり､選外となれば､絵が売れることには

ならなかった｡そうした強い社会性を持っていたことでは､このアカデ ミー展は､日本の近代美術にみる

官展の状況との類似を想起させるところがある｡

ヘンリがアカデ ミーに対抗するようになった直接の理由は､1907年の 3月初めに担きたアカデ ミー展で

の審査上の対立にあった｡ヘナー ド･パールマン (BennardPerman)の評論 ｢RebelsWithacause.THE

EICHTJ (ARTnews,1982年12月号)に従ってこの時の経過を紹介しておこう.この時初めて審査員とし

て迎えられたヘンリは､肖像画の大作 ｢GeneralDavidPerry｣とペンシルヴァニア ･アカデ ミー展に出

品した ｢SpanishGypsyMotherandChild｣と ｢TheMatador (FelixAsiego)｣を搬入 した｡審査は第

1日3月 1日､30人の審査員か1500点ほとを見ることから始まった｡評価は､順次､数次の 1､2､3､

そして選外にはRの文字かつけられていく｡出品者の7ルファベット順で審査は進み､初めのうち､ジョ

ージ･ベロウなとへンリの生徒たちへの評価は､ヘンリにも好ましく思えたか､グラッケンズやルークス

なとは､数字の 3か､Rがついた｡スローンの作品は数字の2とRとなって初日か終った｡

2日目に見直 し審査があり､ヘンリの擁護に対 し､審査長のケヨン･コックス (KeyonCox1856-1919)

がこれを無視するようなことが続いた｡ヘンリの仲間たちの作品は､彼か新聞に書き送っているように､

彼らか自分の生活や生活観を個性的に表現 した独自な新 しい作調であるにt)かかわらず選外になっていっ

た｡

3日目は､陳列のための最終審議か行なわれたが､その時になって､今度はヘンJJ自身の作品の 1点が､

数字 lから2へと格下げにされることになったOこれに憤慨 したへンリは､数字 2となった ｢TheMata-

dorJと ｢SpanlShGypsiMotherandChlld｣の 2点を取 りさけたのだった｡アカデ ミーの審査員たちの

仕打ちは､それだけでは止とまらず､開会に先立って､人選作品は､陳列委員会 (theHangillgCornmtt-

ee)に託されたのだが､ここらまた実際には､審査の第二関門のような性格を帯びており､作品は､壁面

上の陳列効果という大儀名分で,実質的な格付けの変更があったりする｡そこでも､ヘンリの仲間たちの

作品は､他の作品との陳列効果を乱すからという理由で,陳列からはずされたり､会場の隅に陳列された

りするという扱いを受けるに至ったのである｡

⑦ Ke11nethClark "LandscapeintoArt''p.85

⑧ RalphWaldoEmersoll.'lThoughtorlArt"所収､JohnMcCoubrey, "AnlerlCanArt1700-1960.Sour-

cesalldDocuments,"p,72
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⑨ ポール ･デュラン･リュエルか､ニューヨークでバルビゾン派も含めて約 300点を展観している｡その

後､1893年のシカゴでの世界コロンビアン博覧会でもフランス印象派とアメリカの印象主義の作品が展観

され､好評を得るまでになっている｡

⑩ ルミニスム (Lumin】sm)の1um川-は､ラテン語のlumen (光､ランプの意)を語源としている｡そこか

ら､ホタルとかホタルイカのような種類の燐光を意味する言葉で右るlumll10US(放射する､拡散する光の)

を語義的に内包したt)ので､風景表現を生む諸要素のうち､光の重要さを強調した一種の神秘感を漂わせ

た作品を呼ぶ｡ 代表的な作家には､ レイン (FltZHughLane 1804-1865)やと-ド(Mart川 JohllSOn

Heade1819-1904)があげられ､後年のハ ドソンリヴ7一派の一人､ケンセット(Johllド Kensett1816

-1872)の風景表現にt)その特徴か指摘されている｡1954年に初めて､バウァ氏によって言及されて以来､

この作調について､19世紀アメリカ絵画のとの作家についてt)､風景画家以外でさえも多少なりとt)共通

する傾向か言われるようになり､エマソンの超越論の反映か背後にあると認識されている｡ルミニスム絵

画は1880年代には､印象主義の流入もあって主流な傾向からはずれていくO

⑪ 10人は､主にChlldsHassam (1859-1935)か､JohIIHenryTIVaChtmall(1853-1902)とJulianAlden

Weir(1852-1919)を誘って退会し､さらに､FrankWestonBellSOn (186211951),JosephR.Decamp

(1858-1923)､ThomasWilmerDelVillg(1851-1938)､WlllardLeroyMetcalf(1858-1925)､Robe-

rtReid (1863-1929)､EdwardE.SirTTnOnS(1852-1931)､EdmundCharlesTarbell(1862-1938)

たちか加わったグループであった｡ウィンスロウ･ホーマーも誘われたか､断わっている｡後になって､

1902年にTwachtrnanが他界した後に､WilliallMerlttChase(1849-1916)が参加しているのも興味深い.

チェイスは､脱会した会の創設に尽力していたが､そこに失望するようになったのかうかがい知れる｡10

人のグループは､'Jl的な美術団体を離れて独立した自分たちの発表を試みたことでは､近代美術の先駆け

と言えるだろう｡

⑫ 1877年にナショナル ･アカデミー ･オブ ･7=サインの保守的な体質を嫌った JohnLaFarge (1835-

1910)､GerogeIl一ness (1825-1894)､IValterSh]rlalV(1838-1909)たちバルビゾン派風の作家たち

か創立した団体たったか､1890年頃には､同じように保守的な体質に戻り､1906年にナンT3ナル ･アカデ

ミー ･オブ ･デザインに吸収されるところとなった｡

⑬ BarbaraNovak ''AmerlCanPaintingofthenilleteenthCentury■'p.98

⑭ GerogeSantayana. …lVindsofDoctrine"所収｡
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